
名渡山兼一と絃友会をご支援くださる皆様へ近況報告、 

絃友会便りをお届けします。 2015.11.28  No.112  

絃友会事務局・新谷 真由美 http://www.genyu-kai.com 

 

 

１１月８日、川崎市教育文化会館。 

神奈川県と川崎市両指定無形民俗文化財「沖縄芸能研究

会」に所属する舞踊・三絃・筝曲・笛・太鼓・胡弓などの

各研究所が総力を挙げ全１６演目盛大に開催しました。 

私たち絃友会は、幕開斉唱・民謡・地謡(本貫花・豊節・

松竹梅鶴亀)に出演・・・毎年恒例の公演ですが、沖縄芸

能の趣の深さと、

会員相互や会場

から拍手をおく

って下さるお客

様との心のふれ

あいを暖かく感

じる一日です。 

 

11 月 23 日、JR 武蔵溝ノ口駅南北自由通路。 

毎年、世界人権宣言が採択された 12 月 10 日

の人権デーと人権週間（12 月 4 日～10 日）に

先立ち、人権について分かりやすく紹介する

イベントが川崎市主催で開催されています。 

パフォーマンスステージの隣では、著名人の人権メッ

セージパネル・市内小・中学生の人権ポスターや作文・

拉致被害者家族支援パネルなどが掲示され、多くの人が

足をとめ関心をもたれているようでした。 

60 年前に川崎に移住したという那覇出身の男性は、エ

イサーを見るのが初めてだと目を輝かせてくださり、カ

チャーシーでは飛び入りの方たちに盛り上げていただ

きました。 

沖縄の歌や踊りに込められた想いを名渡山会主から学

び、心を込めて歌い舞うひととき・・・ステージと客席

の笑顔のキャッチボールが交わされます。 

それが私たち絃友会の元気の源です、感謝!!! 

 

今年も多くの皆様のご支援ご指導のもと無事に終えよ

うとしています、ありがとうございました。 

そして、これからもどうぞ宜しくお願い致します。 
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